
212

市指定有形文化財（歴史資料）

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

禁き
ん

制せ
い

状じ
ょ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

平
成
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
堂
根
町

（
い
わ
き
市
立
美
術
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

安
土
桃
山
時
代
・
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）

縦　

四
五
㎝
、
横　

六
二
・
三
㎝

禁
制
と
は
本
来
は
、
掟
や
禁
令
な
ど
を
広
く
一
般
庶
民
に
告
知
さ
せ
る

た
め
、
駒
形
の
板
に
書
き
掲
示
し
た
高
札
の
一
種
で
、
主
に
簡
単
な
命
令

を
記
し
た
も
の
を
い
う
。
特
に
、
禁
制
と
頭
初
に
書
く
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
た
名
称
で
、
板
か
ら
料
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
が
禁
制
状
で
あ
る
。
室
町

時
代
以
降
に
な
る
と
、
そ
の
型
が
整
え
ら
れ
定
型
化
し
て
い
っ
た
。
ま
ず

「
禁
制
」
と
書
き
、
そ
の
下
に
充あ
て

所ど
こ
ろ

を
記
し
、
次
に
禁
令
の
要
旨
を
箇
条

書
に
あ
げ
、終
わ
り
に
違
犯
者
に
対
す
る
処し
ょ

断だ
ん

文
言
で
結
ぶ
形
式
で
あ
る
。

室
町
幕
府
の
出
し
た
禁
制
は
三
ヶ
条
を
基
本
と
し
、
箇
条
が
多
く
な
る
場

合
は
「
付
つ
け
た
り

」
と
し
て
扱
い
、あ
く
ま
で
も
三
ヶ
条
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
豊
臣
秀
吉
禁
制
状
も
、
こ
う
し
た
室
町
幕
府
の
禁
制
を
踏
襲
し
た
文

面
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）七
月
に
こ
の
禁
制
状
が
出
さ
れ
た
背
景
で
あ

る
が
、
こ
の
年
、
豊
臣
秀
吉
は
小
田
原
城
を
攻
め
、
北
条
氏
政
・
氏
直
親

子
を
滅
亡
さ
せ
全
国
統
一
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
七
月
二
十
日
、
宇
都
宮

城
に
入
り
、
東
北
・
北
関
東
の
諸
大
名
を
集
め
味
方
す
る
者
に
は
領
地
の

安
堵
状
等
を
与
え
た
。
こ
の
重
大
な
時
期
に
、
岩
城
家
は
当
主
常
隆
が
病

没
し
、
そ
の
後
継
者
を
め
ぐ
り
家
臣
団
の
中
で
葛
藤
が
生
じ
た
が
、
結
局

佐
竹
義
重
の
三
男
能
化
丸
を
養
子
に
迎
え
た
。
よ
っ
て
、
岩
城
家
の
重
臣

達
は
能
化
丸
を
伴
い
秀
吉
に
宇
都
宮
城
に
て
対
面
、
安
堵
状
と
禁
制
状
を

与
え
ら
れ
た
。

現
在
、
安
堵
状
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
禁
制
状
は
岩
城
家
の

一
門
で
上
遠
野
城
主
で
あ
っ
た
上
遠
野
家
に
伝
世
し
た
も
の
で
あ
る
。
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紙し

本ほ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

磐い
わ

城き

七な
な

浜は
ま

捕ほ

鯨げ
い

絵え

巻ま
き　
　
　

二
巻

指　

定　

平
成
五
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
堂
根
町

（
い
わ
き
市
立
美
術
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

江
戸
時
代
初
期

浜
の
巻　

縦　

八
一
・
〇
㎝
、
横　

一
、〇
七
九
㎝

海
の
巻　

縦　

八
二
・
五
㎝
、
横　

一
、〇
一
七
㎝

本
絵
巻
は
平
成
四
年
、
旧
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
家
の
子
孫
で
あ
る
内
藤

政
道
氏
よ
り
、
い
わ
き
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
藤
家
は
元
和
八
年（
一
六
二
二
）か
ら
延
享
四
年（
一
七
四
七
）に
至
る

一
二
五
年
間
、
七
万
石
の
大
名
と
し
て
六
代
に
わ
た
り
磐
城
平
城
を
中
心

に
、
現
在
の
い
わ
き
市
の
大
部
分
と
双
葉
郡
富
岡
・
楢
葉
・
広
野
・
川
内

の
町
村
を
支
配
し
て
き
た
。

こ
の
絵
巻
は
、
領
内
海
岸
の
捕
鯨
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
詞
書
は

な
い
が
、
一
目
で
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
よ
く
わ
か
る
。
久
之
浜
沖
で
鯨
を

見
つ
け
、
そ
れ
を
追
っ
て
出
漁
す
る
漁
民
の
情
景
、
波
立
の
薬
師
堂
、
江

ノ
網
の
洞
門
を
通
行
す
る
荷
を
つ
け
た
馬
、
四
倉
の
沖
合
で
向
き
を
か
え

た
鯨
、
浜
に
置
か
れ
た
梶
、
群
が
る
人
々
、
塩
づ
く
り
に
精
を
だ
す
人
、

遠
く
に
見
え
る
銅
山
、
細
谷
の
御
殿
、
海
岸
に
は
松
林
が
つ
づ
く
。
平
城

下
の
近
く
に
あ
る
弥
生
山
、
山
崎
の
専
称
寺
、
沼
之
内
の
弁
天
堂
。
沖
合

で
は
鯨
に
乗
る
漁
民
、
逃
げ
る
鯨
、
江
名
浜
か
ら
出
漁
す
る
船
、
や
っ
と

仕
留
め
た
鯨
を
中
之
作
へ
引
き
寄
せ
る
船
、下
神
白
の
三
崎
の
遠
見
番
所
、

小
名
浜
で
は
鯨
を
切
り
と
る
人
々
や
御
殿
、
高
札
場
、
塩
釜
の
風
景
な
ど
、

ま
さ
に
当
時
の
浜
の
生
活
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

磐
城
で
の
捕
鯨
は
、
慶
安
四
年（
一
六
五
一
）に
紀
州
人
に
よ
り
伝
え
ら

れ
、
元
禄
年
間（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）ま
で
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
た
記

録
が
あ
り
、
当
時
の
捕
鯨
の
状
況
を
知
ら
せ
る
良
質
の
資
料
で
あ
る
。
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片か
た

倉く
ら

景か
げ

綱つ
な

書し
ょ

状じ
ょ
う　
　
　

一
通

指　

定　

平
成
九
年
五
月
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

個
人

安
土
桃
山
時
代
・
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）

縦
三
三
・
七
㎝
、
横
五
〇
・
二
㎝
（
上
辺
）　

五
〇
・
四
㎝
（
下
辺
）

こ
の
書
状
は
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
・
片
倉
小
十
郎
景
綱（
一
五
五
七
～
一

六
一
五
）が
、天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）六
月
十
四
日
、岩
城
常
隆
の
執
権（
家

老
）の
志
賀
甘
釣
斎
武
治
・
右
衛
門
尉
武
清
親
子
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
景
綱
の
主
人
伊
達
政
宗
は
、
小
田
原
城
主
・
北
条
氏
政
、
氏
直
親

子
を
攻
撃
し
て
い
た
豊
臣
秀
吉
の
も
と
に
伺し

候こ
う

し
、
降
伏
し
た
。

し
か
し
、
政
宗
の
内
心
は
秀
吉
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
折

あ
ら
ば
南
東
北
を
統
一
し
て
関
東
に
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
常
隆
や
政
宗
と
親
族
で
あ
る
佐
竹
義
重
・
義
宣
親
子
は
、
秀
吉

を
利
用
し
て
政
宗
の
勢
力
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
伊

達
・
岩
城
・
佐
竹
の
三
者
の
対
立
す
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
書
状
を

読
む
と
、
実
に
重
要
な
面
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

書
状
の
概
略
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

主
人
の
政
宗
が
秀
吉
の
も
と
に
行
き
、
万
事
思
い
通
り
と
な
っ
た
。
岩

城
家
も
進
退
が
う
ま
く
行
く
よ
う
政
宗
が
申
し
入
れ
て
置
い
た
。
秀
吉
は

喜
ん
で
、
政
宗
に
出
羽
・
陸
奥
両
国
を
任
せ
る
と
言
っ
て
い
た
。
岩
城
家

は
政
宗
の
取
り
成
し
で
別
状
は
な
い
か
ら
、
秀
吉
へ
の
用
向
き
は
政
宗
に

相
談
す
る
と
良
い
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
秀
吉
は
望
み
を
叶
え
て
く
れ
な

い
か
ら
予
め
貴
方
に
申
し
て
お
く
。
奥
羽
両
国
は
政
宗
が
支
配
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、相
馬
が
政
宗
の
不
在
中
に
伊
達
を
攻
め
た
の
で
、

相
馬
を
討
つ
こ
と
に
し
た
。
だ
か
ら
岩
城
も
遅
れ
ず
に
参
加
す
る
よ
う
常

隆
殿
に
申
し
上
げ
ら
れ
た
い
。
そ
れ
が
常
隆
殿
の
御
為
な
り
。

し
か
し
、
こ
の
書
状
の
大
部
分
が
実
状
に
あ
わ
な
い
文
面
で
飾
ら
れ
て

お
り
、
交
渉
の
か
け
ひ
き
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ

る
。
な
お
、
本
書
状
は
、
現
在
は
志
賀
親
子
の
子
孫
が
所
蔵
し
て
い
る
。
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磐い
わ

城き

平た
い
ら

城じ
ょ
う下か

絵え

図ず　
　
　

一
舗

指　

定　

平
成
十
年
四
月
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
柳
町

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）

縦　

八
四
・
〇
㎝
、
横　

一
七
四
・
〇
㎝

こ
の
絵
図
は
、
磐
城
平
藩
・
安
藤
家
時
代
の
磐
城
平
城
及
び
城
下
を
、

鳥
瞰
図
的
手
法
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
東
に
は
鎌
田
山
、
北
に
は
赤
井

岳
、
西
に
は
湯
の
岳
を
描
き
、
南
に
は
新
川
と
古
川
の
一
部
が
描
か
れ
て

い
る
。
一
般
に
は
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
い
城
内
の
櫓
・
門
・
蔵
な
ど
の

建
物
や
、
本
丸
内
の
六
棟
ほ
ど
の
建
物
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。

城
の
周
囲
と
西
に
は
侍
屋
敷
、
東
に
仲
間
屋
敷
、
南
西
部
の
大
館
は
寺

町
。
安
藤
家
家
臣
の
屋
敷
の
区
画
に
は
、
役
職
に
あ
る
家
臣
と
百
石
以
上

の
国
詰
め
家
臣
の
名
前
八
〇
名
余
り
と
、
そ
の
屋
敷
が
読
み
取
れ
る
。

御
厩
を
過
ぎ
た
浜
街
道
は
、
古
川
と
新
川
に
架
か
る
一
二
○
間
の
長
橋

を
経
て
総
門（
長
橋
門
）に
至
り
、
長
橋
町
か
ら
研
町
に
折
れ
る
と
、
外
堀

で
隔
て
た
町
屋
敷
が
東
西
に
並
ん
で
い
る
。
一
町
目
か
ら
五
町
目
を
過
ぎ

て
立
町
ま
で
は
一
直
線
の
道
筋
で
あ
る
が
、
鎌
田
町
で
屈
曲
し
、
や
が
て

夏
井
川
の
渡
し
場
と
な
る
。

町
屋
の
通
り
に
は
一
町
ご
と
に
木
戸
が
描
か
れ
て
お
り
、
神
社
や
寺
院

名
、
町
名
や
坂
の
呼
び
名
な
ど
、
各
所
の
名
称
も
克
明
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。

御
仕
置
場
が
曲
田
橋
の
ふ
も
と
と
鎌
田
町
は
ず
れ
の
夏
井
川
の
渡
し
場

近
く
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
磐
城
平
藩
に
は
処
刑
場
が

二
ヶ
所
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
曲
田
橋
の
近
く
に
は
「
秋

田
信
濃
守
蔵
」
の
記
載
が
あ
り
、
夏
井
川
を
利
用
し
た
三
春
藩
の
米
蔵
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）六
月
に
制
作
さ
れ
た
こ
の
城
下
絵
図
は
、
安
藤

信
成
時
代
の
城
下
の
た
た
ず
ま
い
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
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安あ
ん

藤ど
う

重し
げ

長な
が

画が

像ぞ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
古
鍛
冶
町

所
有
者　

良
善
寺

江
戸
時
代
・
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）

縦　

一
三
四
㎝
、
幅　

四
一
㎝

こ
の
画
像
は
、
安
藤
家
二
代
当
主
・
重
長
の
肖
像
画
で
あ
る
。
画
面
右

上
部
に
は
「
明
暦
丁

酉
年　

良
峯
院
殿
前
京
兆
司
録
天
誉
泰
翁
居
士　

尊

儀
九
月
二
十
九
日
」
と
墨ぼ
く

書し
ょ

さ
れ
て
い
る
。
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）九
月

二
十
九
日
は
重
長
の
命
日
で
あ
る
。

安
藤
重
長
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）の
生
ま
れ
。
元
和
七
年（
一
六
二
一
）

に
初
代
・
政
長
の
後
を
承
け
て
、
上
野
国（
群
馬
県
）高
崎
城
主
と
な
り
、

五
万
六
千
石
を
領
し
た
。
元
和
九
年（
一
六
二
三
）に
、
後
に
三
代
将
軍
と

な
る
家
光
の
傅も
り

役や
く

と
な
り
、
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）に
は
、
駿
河
大
納
言

忠
長
を
高
崎
に
預
か
る
。
寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）に
寺
社
奉
行
と
な
り
、

同
十
三
年（
一
六
三
六
）に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
奏そ
う

者し
ゃ

番ば
ん

や
江
戸
城
西
丸
普
請
奉
行
を
つ
と
め
、
た
び
た
び
上
使
を

命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
幕
府
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
。
幕
政
史
上
著
名
な
人
物
で

あ
る
。

画
像
は
全
体
に
紙し

魚み

、
折
れ
が
目
立
ち
、
ま
た
重
長
の
着
す
る
装
束
の

袍ほ
う（
上
衣
）に
は
一
部
顔
料
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
る
が
、
保
存
状
態
と
し
て

は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
画
面
左
下
の
朱
印
は
絵
師
の
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
、
朱
印
が
薄
れ
判
読
が
難
し
い
。
冠
を
か
ぶ
り
、
太
刀
を
佩は
い

し
、

右
手
に
笏し
ゃ
くを
持
し
、
膝
前
に
平ひ
ら

緒お

を
垂
ら
し
上
畳
に
座
し
て
い
る
。
束そ
く

帯た
い

装
束
を
着
用
し
た
肖
像
画
の
典
型
的
な
形
式
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
細
い

線
描
き
に
よ
っ
て
重
長
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
装
束
の
表

現
は
折
り
目
が
稜か
ど

立た

つ
よ
う
に
仕
立
て
た
強こ
わ

装し
ょ
う

束ぞ
く

に
描
か
れ
て
い
る
が
、

や
や
形
式
化
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
狩
野
派
の
筆
と
み
ら
れ
る
。

磐
城
平
藩
・
安
藤
家
の
来
歴
を
語
る
、
残
存
す
る
数
少
な
い
資
料
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
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安あ
ん

藤ど
う

信の
ぶ

友と
も

画が

像ぞ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
古
鍛
冶
町

所
有
者　

良
善
寺

江
戸
時
代
・
享
保
年
間（
一
七
一
六
～
三
六
）

縦　

一
八
九
㎝
、
横　

六
六
㎝

こ
の
画
像
は
、
安
藤
家
第
四
代
当
主
・
安
藤
信
友
の
肖
像
画
で
あ
る
。

画
面
に
は
賛
や
裏
書
等
は
な
い
。
全
体
に
紙し

魚み

、
折
れ
が
目
立
ち
、
信

友
の
着
す
る
装
束
の
袍ほ
う（
上
衣
）や
太
刀
等
に
顔
料
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
る

が
、
保
存
状
態
と
し
て
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
冠
を
被
り
、
袍
を
着
し
、

袴
は
指
貫
を
用
い
、
太
刀
を
佩は

き
、
膝
前
に
檜
扇
を
置
い
て
、
衣
冠
姿
の

肖
像
画
の
典
型
的
な
形
式
を
示
し
て
い
る
。
重
長
像
に
比
べ
る
と
、
面
貌

は
よ
り
写
実
的
に
描
か
れ
、
装
束
に
も
適
度
な
隈
取
が
施
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
袍
や
太
刀
な
ど
も
胡ご

粉ふ
ん

を
盛
り
上
げ
、
立
体
的
に
表
現
し
よ
う
と

す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
・
享
保
年
間
の
作
で
、
狩
野
派
の
筆

と
み
ら
れ
る
。

信
友
は
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）、
高
崎
城
主
・
安
藤
重
博
の
子
に
生

ま
れ
た
。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）に
従
五
位
下
長
門
守
に
叙じ
ょ

任に
ん

し
、
元
禄

十
一
年（
一
六
九
八
）父
の
遺
領
を
継
ぎ
、
備
中
国（
岡
山
県
）松
山
城
主
と
な

り
六
万
五
千
石
を
領
し
た
。
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）奏そ
う

者し
ゃ

番ば
ん

を
つ
と
め
た

の
ち
寺
社
奉
行
と
な
る
。
正
徳
元
年（
一
七
一
一
）美
濃
国（
岐
阜
県
）加
納
に

移
さ
れ
る
。
享
保
三
年（
一
七
一
八
）大
阪
城
代
と
な
り
、
同
七
年
老
中
と

な
り
、「
享
保
の
改
革
」
を
行
っ
た
八
代
将
軍
吉
宗
を
補
佐
し
た
。
享
保

十
七
年（
一
七
三
二
）に
没
し
、江
戸
麹
町
・
栖
岸
院
に
葬
ら
れ
た
。法
名
は
、

龍
徳
院
殿
賢
誉
秀
儀
濬
哲
大
居
士
で
あ
る
。

冠
里
と
号
し
て
俳
諧
を
よ
く
し
た
信
友
は
、
即
吟
の
上
手
と
し
て
知
ら

れ
た
。
冠
里
の
句
と
し
て
知
ら
れ
る「
雪
の
日
や
あ
れ
も
人
の
子
樽
拾
い
」

は
、
情
感
あ
ふ
れ
る
句
と
し
て
当
時
の
江
戸
庶
民
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
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月つ
き　

形が
た
の　

函は
こ　
　
　

二
個

指　

定　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
矢
ノ
目

所
有
者　

如
来
寺

室
町
時
代
・
大
永
六
年（
一
五
二
六
）
大
永
六
年
銘
の
箱　

高
さ　

二
〇
八
・
五
㎝

幅　

二
五
二
㎝
、
奥
行
き　

三
四
五
㎝

室
町
時
代
・
大
永
八
年（
一
五
二
八
）
大
永
八
年
銘
の
箱　

高
さ　

二
一
一
・
五
㎝

幅　

二
六
四
㎝
、
奥
行
き　

三
五
七
㎝

「
月
形
函
」
と
は
、
浄
土
宗
名
越
派
の
二
世
明
石
の
住
房
、
善
光
寺
月

形
房
の
名
に
由
来
し
、
そ
の
派
祖
尊
観
や
明
心
、
名
越
派
三
世
と
言
わ
れ

如
来
寺
を
開
山
し
た
良
山
等
に
よ
る
著
述
を
「
重
書
」
と
し
て
広
く
収
集

し
、
こ
れ
を
納
め
た
箱
の
こ
と
で
、
特
に
重
要
視
さ
れ
た
。

現
在
、如
来
寺
に
は
大
永
六
年（
一
五
二
六
）に
如
来
寺
十
一
世
の
良
卜
が
作

ら
せ
た
も
の
と
、
大
永
八
年（
一
五
二
八
）に
如
来
寺
十
世
で
、
そ
の
当
時
、
専

称
寺
七
世
で
も
あ
っ
た
良
懿
が
作
ら
せ
た
も
の
と
、二
つ
の
箱
が
伝で
ん

存そ
ん

す
る
。

二
つ
と
も
大
工
吉
田
次
郎
左
衛
門
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、桧
材
を
用
い
、形
状
は
内
蓋

付
被
か
ぶ
せ
蓋ぶ
た
形
式
で
、被
蓋
・
内
蓋
・
身
の
全
て
の
稜（
角
）を
一
段
下
げ
て
削
り
落
と
す「
几

帳
面
」と
し
、そ
の
部
分
に
補
強
と
し
て
布
を
貼
り
黒
漆
塗
と
し
、箱
全
体
は
摺
漆
塗
と

す
る
な
ど
、ほ
ぼ
共
通
し
た
意
匠
で
あ
り
、質
実
で
気
品
の
あ
る
箱
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、大
永
六
年
銘
の
箱
に
は
内
蓋
に
、大
永
八
年
銘
の
箱
に
は
箱
裏
に
そ

れ
ぞ
れ
作
成
年
月
日
や
発
願
者
、制
作
者
の
名
と
と
も
に
、こ
れ
ら
を
作
る
に
至

っ
た
経
緯
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。そ
の
大
意
と
し
て
、大
永
六
年
銘
の
箱
に
は
、

良
卜
が
如
来
寺
八
世
良
寿
が
写
し
た
重
書
を
集
め
、新
た
に「
月
形
之
箱
」を
作

り
収
め
た
こ
と
、専
称
寺
六
世
良
大
の
も
と
に
如
来
寺
伝
来
の
手
印（
伝
法
の
証
）

や
重
書
が
移
さ
れ
た
こ
と
、資
格
の
無
い
者
が
こ
れ
を
取
扱
う
こ
と
を
禁
ず
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。大
永
八
年
銘
の
箱
に
は
、良
懿
が
大
永
六
年
銘
の
箱
に

収
め
た
際
に
不
足
し
た
写
本
や
切
紙
な
ど
を
新
た
に
箱
に
収
め
た
こ
と
、後
世

の
住
持
達
は
こ
れ
ら
を
守
り
、一
層
励
む
よ
う
に
と
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
六
世
紀
前
半
の
大
永
年
間
に
遡
り
制
作
者
名
な
ど
が
は
っ
き
り
と
分

か
る
作
で
あ
り
、
当
時
の
如
来
寺
と
専
称
寺
と
の
名
越
派
主
流
を
め
ぐ
る

状
況
を
知
る
上
で
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
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平
た
い
ら

藩は
ん

御ご

典て
ん

医い

松ま
つ

井い

家け

医い

学が
く

関か
ん

係け
い

資し

料り
ょ
う　
　
　

一
式

指　

定　

平
成
十
七
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
高
久
字
清
水

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
～
明
治
時
代

磐
城
平
藩
主
・
安
藤
家
に
仕
え
た
御
典
医
・
松
井
家
に
伝
わ
る
医
学
関

係
資
料
で
あ
る
。

松
井
家
は
、
安
藤
家
の
御
典
医
と
し
て
安
藤
家
初
代
重
信
の
と
き
に
二

代
道
圓
が
仕
え
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
後
十
一
代
玄
卓
ま
で
仕
え
、
明
治

維
新
を
迎
え
た
。
御
典
医
と
は
江
戸
時
代
に
幕
府
や
大
名
に
仕
え
た
御
抱

医
師
で
あ
る
。

松
井
家
に
伝
存
す
る
医
療
器
具
お
よ
び
医
学
書
類
は
、
御
典
医
の
格
式

を
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
い
。
内
容
は
、
薬
箪
笥
二
点
、
挟
箱
三
点
、
薬
研

三
点
、
薬
籠
二
点
、
往
診
箱
二
点
、
医
療
器
具
一
式
、
薬
瓶
一
式
、
蘭
引

用
具
一
点
、
乳
鉢
一
点
、
ビ
ー
カ
ー
二
点
、
調
合
わ
ん
一
点
、
薬
壺
一
点
、

印
籠
一
点
の
ほ
か
、
掛
軸
五
幅
、
医
術
伝
書
三
巻
、
医
薬
・
医
療
の
本
が

一
二
三
点
に
の
ぼ
る
。
医
療
器
具
は
鉄
製
で
華
岡
流
、
薬
瓶
は
ガ
ラ
ス
製

で
薬
が
残
っ
て
お
り
、
蒔
絵
の
往
診
箱
に
は
内
部
に
器
具
が
収
納
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
当
時
の
医
療
水
準
や
当
主
が
習
得
し
た
医
学
の
知

識
が
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
医
術
の
伝
承
の
経

路
が
わ
か
る
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
薬

箪
笥
・
薬
籠
・
往
診
箱
な
ど
の
調
度
品
の
多
く
は
優
品
で
、
高
崎
藩
・
備

中
松
山
藩
・
美
濃
加
納
藩
・
磐
城
平
藩
時
代
を
通
じ
て
安
藤
家
御
典
医
を

連
綿
と
勤
め
た
松
井
家
の
格
式
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
伝

世
す
る
資
料
点
数
の
多
さ
か
ら
見
て
も
県
内
で
も
希
有
で
あ
り
、
近
世
の

医
学
史
を
語
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
所
有
者
の
努
力
に
よ
り
長
持
や
桐

箱
に
保
管
さ
れ
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
こ
と
も
付
し
て
お
き
た
い
。
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節せ
っ

婦ぷ

褒ほ
う

賞し
ょ
う

の
図ず　
　
　

一
面

指　

定　

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
塩
田
字
宮
ノ
後
・
高
萩
字
家
ノ
前

所
有
者　

諏
訪
神
社

安
政
六
年（
一
八
五
九
）

本
図
は
樅
の
一
枚
板
の
横
額
で
、
諏
訪
神
社
に
安
政
六
年（
一
八
五
九
）

三
月
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）二
月
に
上
小
川
村
の
百
姓
利
左
衛
門
の
女
房
か

め
は
、
当
地
を
支
配
し
て
い
た
小
名
浜
代
官
所
よ
り
呼
び
出
し
を
受
け
、

「
其
の
方
は
舅
と
姑
に
孝
養
を
尽
く
し
、
病
身
の
夫
と
息
子
の
介
抱
を
し
、

さ
ら
に
農
業
に
出
精
し
て
い
る
事
は
感
心
で
あ
る
」
と
し
て
、
褒
美
と
し

て
銭
三
貫
文（
銭
三
千
文
）を
与
え
ら
れ
た
事
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
額

の
右
の
白
洲
の
砂
利
の
上
に
敷
か
れ
た
筵む
し
ろに
座
り
平
伏
し
て
い
る
女
性
が

か
め
で
あ
り
、
左
に
座
り
申
渡
し
を
読
み
聞
か
せ
て
い
る
の
が
当
時
の
小

名
浜
代
官
設し
だ
ら楽
八
三
郎
の
も
と
で
元
締
を
務
め
た
中
澤
良
左
衛
門
で
あ

り
、
縁
側
に
置
か
れ
た
三
宝
に
褒
美
の
三
貫
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
図

の
右
上
の
部
分
に
は
褒
賞
の
理
由
を
述
べ
た
申
渡
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
額
が
作
成
さ
れ
た
の
は
褒
賞
を
与
え
ら
れ
た
五
年
後
で
あ
り
、

代
官
所
で
の
褒
賞
の
様
子
を
描
き
、申
渡
し
文
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
な
ど
、

奉
納
額
と
し
て
は
珍
し
い
図
柄
で
あ
る
。
さ
ら
に
村
人
が
多
く
参
集
す
る

神
社
に
掲
額
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、本
図
は
民
衆
教
化
の
面
を
持
ち
、

江
戸
時
代
の
民
政
の
一
端
を
知
り
え
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
小
名
浜
代

官
所
は
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）の
戊
辰
戦
争
の
戦
渦
で
焼
失
し
記
録
類
も

散
逸
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
も
価
値
が
高
い
。

本
図
の
作
者
は
画
面
左
下
の
記
名
や
落
款
か
ら
、
久
保
田
富
信
だ
と
分

か
る
。
同
人
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
小
川
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
。



221

市指定有形文化財（歴史資料）

国く
に

魂た
ま

石せ
き

室し
つ

記き

並な
ら

び
に
出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん

・
箱は
こ　
　
　

一
式

指　

定　

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
菅
波
字
宮
前

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）

元
禄
九
年（
一
六
九
六
）に
磐
城
平
藩
主
内
藤
義
孝
家
臣
の
中
野
李
慶
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
「
国
魂
石
室
記
」、
お
よ
び
「
石
室
記
軸
」、
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）に
出
土
し
た
「
獣
骨
片
二
点（
破
片
あ
り
）」「
管
玉
七
点
」、
そ

れ
ら
を
収
め
る
「
木
箱
」「
外
箱
」「
内
箱
」
が
一
式
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
。

「
国
魂
石
室
記
」
の
本
文
は
概
ね
一
行
九
文
字
、
漢
文
体
五
十
九
行
の

記
述
で
、
内
容
は
大
国
魂
神
社
の
創
建
に
関
す
る
こ
と
、
神
主
山
名
氏
に

関
す
る
こ
と
、
鬼
椿
な
ら
び
に
兜
塚
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
が
書
か
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
延
宝
七
年
に
好
間
江（
愛
谷
江
筋
）の
開
削
の
折
、
鬼
椿

の
地
か
ら
石
室
を
発
掘
し
て
「
角
」
お
よ
び
「
管
」
を
発
見
し
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

「
角
」
は
獣
骨
片
を
指
し
、「
管
」
は
管
玉
で
あ
る
。
獣
骨
片
と
管
玉
は

古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
獣
骨
片
は
鹿
角
で
刀
装

具
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
発
掘
場
所
が
位
置
す
る
平
菅
波
地
区
は
、

縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
や
国
指
定
「
甲
塚
古
墳
」
を
含
む

十
二
基
の
古
墳
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
該
の
塚
も
こ
れ
ら
古
墳

群
の
一
つ
に
包
括
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）の
徳
川
光
圀
に
よ
る
「
那
須
侍
塚
古
墳
」（
栃
木

県
大
田
原
市
）の
発
掘
調
査
は
、
日
本
の
考
古
史
上
重
要
な
出
来
事
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
石
室
記
」
が
示
す
延
宝
七
年
の
発
掘
は
そ

れ
よ
り
さ
ら
に
十
三
年
遡
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
遺
物
と
と
も
に
そ
の
経

緯
を
示
す
文
献
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
磐
城
の
考
古
学
的
記
録
の
先

駆
け
を
な
す
も
の
と
し
て
史
料
的
価
値
は
高
く
、
学
術
的
に
も
重
要
な
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
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笠か
さ

間ま

領り
ょ
う

牓ほ
う

示じ
　
　
　

二
基

指　

定　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
中
神
谷
字
瀬
戸

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代（
十
九
世
紀
）

長
さ　

一
九
六
・
〇
㎝
、
幅　

二
一
・
五
㎝

長
さ　

一
九
八
・
五
㎝
、
幅　

二
一
・
五
㎝

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
中
神
谷
に
陣
屋
を
構
え
て
い
た
常
陸
笠
間
藩
の

領
地
境
を
示
す
花か

崗こ
う

岩が
ん

製
の
牓
示
杭
で
あ
る
。「
従
是
西　

笠
間
領
」「
従

是
東　

笠
間
領
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

笠
間
藩
を
お
さ
め
た
牧
野
家
は
、
寛
延
二
年（
一
七
四
九
）よ
り
当
地
区

を
二
万
七
千
石
で
支
配
し
た
。
安
永
七
年（
一
七
七
八
）か
ら
寛
政
二
年（
一

七
九
〇
）ま
で
の
一
時
期
、
磐
城
平
藩
領
と
な
っ
た
が
、
再
び
笠
間
藩
領

と
な
り
、
廃
藩
置
県
ま
で
続
い
た
。

本
牓
示
は
、
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）か
ら
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）の
間

に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。作
者
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

笠
間
藩
領
神
谷
陣
屋
付
で
あ
っ
た
田
村
郡
の
村（
現
小
野
町
）で
は
良
質
な

花
崗
岩
が
採
掘
さ
れ
て
お
り
、
附
近
の
職
人
が
地
元
の
岩
を
使
用
し
て
制

作
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

牧
野
家
文
書
の
「
牧
野
兵
部
領
分
陸
奥
国
磐
城
郡
海
岸
絵
図
」
に
は
、

上
新
田
村
と
四
倉
村
と
の
境
界
に
牓
示
杭
が
確
認
で
き
る
。
道
を
は
さ
ん

で
山
手
側
に
「
従
是
西
笠
間
領
」、
向
か
い
の
海
岸
側
に
「
従
是
東
勝
田

次
郎
支
配
所
」
と
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
平
藩
塩
村
と
笠
間
藩
中
神
谷

村
の
村
境
の
、
中
神
谷
村
の
海
手
に
「
従
是
東
笠
間
領
」、
そ
の
向
か
い

側
に
「
従
是
西
笠
間
領
」
の
杭
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
名
の
領
地
境
を
示
す
牓
示
杭
は
、
江
戸
時
代
に
数
多
く
作
ら
れ
た
。

明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
必
要
性
を
失
い
、
当
地
区

に
お
い
て
は
磐
前
県
に
よ
っ
て
翌
五
年
頃
ま
で
に
撤
去
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
木
で
作
ら
れ
る
例
が
多
い
な
か
、
花
崗
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
点
が
重

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
数
少
な
い
領
地
境
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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磐い
わ

城き

平た
い
ら

藩は
ん

士し

中な
か

村む
ら

布ふ

早そ
う

関か
ん

係け
い

資し

料り
ょ
う

画
帳
一
冊
、
巻
子
二
巻
、
軸
装
一
幅

指　

定　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
六
間
門

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
後
期

磐
城
平
藩
主
・
安
藤
家
に
仕
え
た
武
士
で
あ
る
中
村
家
に
伝
わ
っ
た
中

村
布ふ

早そ
う

関
係
の
資
料
群
で
、「
毛
詩
雑
画
巻
」
一
巻
、「
楊よ
う

舟し
ゅ
う

画が

賦ふ

」
一
帖
、

「
図
絵
楽
意
巻
」
一
巻
、「
平
敦
盛
・
熊
谷
直
実
図
」
一
幅
か
ら
な
る
。

安
永
四
年（
一
七
七
五
）に
制
作
さ
れ
た
紙
本
墨
画
著
色
の
「
毛
詩
雑
画

巻
」
は
、『
毛
詩
』
の
文
を
配
し
て
、そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
絵
画
化
し
、

人
物
や
場
面
を
日
本
の
風
俗
に
置
き
換
え
て
描
い
て
い
る
。

安
永
七
年
制
作
の
「
楊
舟
画
賦
」
も
紙
本
墨
画
著
色
で
あ
り
、
中
国
の

古
典
や
日
本
の
物
語
に
取
材
し
た
絵
画
で
、
奈
良
絵
本
の
よ
う
な
情
趣
が

感
じ
ら
れ
る
。

天
明
六
年（
一
七
八
六
）に
制
作
さ
れ
た
紙
本
墨
画
著
色
の
「
図
絵
楽
意

巻
」
も
、中
国
の
古
典
や
日
本
の
物
語
・
古
画
に
取
材
し
、実
在
の
動
物
・

空
想
上
の
動
物
・
士
農
工
商
・
芸
能
民
な
ど
の
画
題
を
描
い
て
い
る
。
ま

た
、
動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
描
法
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
人
物
の

表
情
は
職
業
や
身
分
に
よ
り
違
い
を
出
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
「
平
敦
盛
・
熊
谷
直
実
図
」
は
、

絹
本
著
色
で
、
狩
野
派
の
筆
法
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
表
絵
師
の
深
川
水
場
狩
野
家
三
代
で
あ
る
狩
野
梅
笑
師
信

に
学
ん
だ
影
響
が
み
ら
れ
、
安
藤
家
家
臣
が
画
題
や
文
芸
を
独
自
に
解
釈

し
て
絵
画
化
す
る
教
養
水
準
を
示
す
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

中
村
布
早
は
、
中
村
則
貞
を
父
と
し
、
高
橋
氏
を
母
と
し
て
享
保
七

年（
一
七
二
二
）に
生
ま
れ
、
同
十
四
年
に
兄
中
村
貞
弘
の
養
子
と
な
っ
た
。

明
和
三
年（
一
七
六
六
）に
は
奏
者
番
、
同
七
年
に
は
物
頭
と
な
り
、
家
禄

は
三
五
〇
石
で
あ
っ
た
。
天
明
八
年
に
六
十
七
歳
で
没
し
た
。
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長
ち
ょ
う

福ふ
く

寺じ

縁え
ん

起ぎ
　
　
　

一
巻

指　

定　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
下
小
川
字
上
ノ
台

所
有
者　

長
福
寺

江
戸
時
代
・
天
保
六
年（
一
八
三
五
）

縦　

三
二
㎝
、
横　

一
、一
七
〇
㎝

小
川
町
下
小
川
の
長
福
寺
は
奈
良
西
大
寺
の
末
寺
で
、
真
言
律
宗
の
古こ

刹さ
つ

で
あ
る
。
こ
の
長
福
寺
縁
起
は
、
磐
城
平
藩
安
藤
家
で
中
老
職
を
務
め

た
鍋
田
三
善（
一
七
七
八
～
一
八
五
八
、
号
晶
山
）が
文
政
七
年（
一
八
二
四
）に

ま
と
め
、
彼
の
著
作
「
磐
城
志
」
に
収
録
し
て
い
た
も
の
を
、
長
福
寺

二
十
七
世
・
覚
元
か
ら
そ
の
書
写
の
依
頼
を
受
け
た
が
、
長
ら
く
そ
れ
を

果
た
さ
ず
、
覚
元
の
再
願
に
よ
っ
て
天
保
六
年（
一
八
三
五
）九
月
に
こ
れ

を
巻
子
本
と
し
て
写
し
、
覚
元
へ
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

縁
起
は
光
沢
の
あ
る
楮こ
う
ぞ

紙か
み

を
用
い
、
そ
の
一
部
に
雲
英
打
ち
が
さ
れ

た
全
長
一
一
ｍ
を
超
え
る
長
巻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
元げ
ん

亨こ
う

二
年（
一

三
二
二
）の
開
基
か
ら
の
由
来
、
慶
長
の
二
度
に
わ
た
る
火
災
で
焼
失
し

た
諸
堂
・
諸
坊
や
そ
の
再
興
に
つ
い
て
、更
に
境
内
末
社
、什
物
、山
門
額
、

代
々
檀
那
衆
等
過
去
牒
、
再
興
大
壇
那
、
法
系
、
そ
し
て
古
文
書
の
写
し

が
記
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
古
文
書
部
分
は
、
正し
ょ
う

中ち
ゅ
う

元
年（
一
三
二
四
）

二
月
九
日
付
の
小
河
義
綱
寄
進
状
な
ど
中
世
文
書
二
十
六
通
、
近
世
前
期

の
二
月
十
一
日
付
の
内
藤
義
概
書
状
一
通
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

虫
損
ま
で
も
忠
実
に
模
写
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
一
通
ご
と

に
三
善
に
よ
る
考
証
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
寺
社
の
縁
起
と
し
て
は
と
て

も
希
少
な
例
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
縁
起
に
収
め
ら
れ
た
古
文
書
の
原
本
は
伝
存
し
て
お
ら
ず
、

中
世
小
河
家
、
岩
城
家
の
資
料
と
し
て
も
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）、
居
宅
の
火
災
に
よ
っ
て
三
善
の
長
年

の
著
作
や
資
料
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
後
期
の

い
わ
き
の
代
表
的
文
化
人
で
あ
っ
た
彼
の
著
作
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
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安あ
ん

藤ど
う

家け

狩か
り

場ば

の
図ず　
　
　

一
幅

指　

定　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
綴
町
板
宮
沢

所
有
者　

個
人

文
化
十
年（
一
八
一
三
）

こ
の
絵
図
は
文
化
十
年（
一
八
一
三
）十
一
月
、
初
入
部
し
た
磐
城
平
藩

主
・
安
藤
信
義
が
お
こ
な
っ
た
狩
り
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
狩
り
は
内

郷
の
下
綴
村
に
本
営
を
置
き
、
名
主
・
齋
藤
弥
左
衛
門
宅
を
休
息
所
と
し

て
大
規
模
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
画
面
に
は
丘
陵
と
道
が
描
か
れ
、
霞

が
た
な
び
く
な
か
松
や
杉
の
木
立
が
ま
ば
ら
に
描
か
れ
、
一
般
的
な
山
水

画
や
名
所
図
の
理
想
化
さ
れ
た
風
景
表
現
で
は
な
く
、
画
中
に
地
勢
や
位

置
関
係
を
正
確
に
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

特
に
、
画
面
左
下
に
本
営
と
な
っ
た
斎
藤
家
に
つ
い
て
は
詳
細
に
描
か

れ
て
い
る
。
跋
文
に
は
「
青
沼
升
正
應
齋
藤
氏
之
需
畧
図
畫
」（
青
沼
升
正

が
齋
藤
氏
の
も
と
め
に
応
じ
略
図
を
描
く
）と
あ
り
、
本
図
は
齋
藤
家
が
藩
主

の
狩
り
の
本
営
に
選
ば
れ
た
こ
と
の
栄
誉
を
記
念
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
狩
り
は
単
な
る
娯
楽
と
い
う
よ
り
軍
事
調
練
や
領

主
権
力
の
誇
示
の
面
が
強
く
、
本
図
に
お
い
て
も
陣
所
に
張
ら
れ
た
幕
の

色
や
家
紋
、
馬
印
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
藩
主
で
あ
る
安
藤
家
の
他

に
、
家
老
や
物
頭
と
い
っ
た
上
級
家
臣
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
本
絵
図
は
当
時
の
当
該
地
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
在

と
は
様
子
が
異
な
る
近
世
後
期
の
里
山
の
景
観
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
さ

ら
に
二
階
建
て
の
住
居
や
白
壁
の
土
蔵
か
ら
は
名
主
ク
ラ
ス
の
屋
敷
構
え

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
者
の
青
沼
升
正
は
、
磐
城
平
藩
士
で
画
を
よ
く
し
た
中
村
布
早
の
実

子
で
あ
り
、
父
か
ら
画
法
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
青
沼
家
の
養
子
と
な
り

狹
山
と
号
し
て
い
る
。
本
絵
図
は
作
品
が
少
な
い
と
さ
れ
る
青
沼
升
正
の

画
業
が
分
か
る
作
品
で
あ
る
。
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木も
く

造ぞ
う

愛あ
い

染ぜ
ん

明み
ょ
う

王お
う

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
神
谷
字
宿

所
有
者　

神
照
寺

安
土
桃
山
時
代
文
禄
五
年（
一
五
九
六
）

こ
の
木
造
愛
染
明
王
坐
像
は
、
真
言
宗
智
山
派
の
神じ
ん

照し
ょ
う

寺じ

に
伝
わ
っ

た
仏
像
で
あ
る
。
神
照
寺
は
、
山
号
を
花
園
山
、
院
号
を
山さ
ん

王の
う

院い
ん

と
い
い
、

花
園
社（
現
愛
宕
花
園
神
社
）の
別
当
寺
で
も
あ
る
。

本
像
は
、
榧が
や

材
の
一
木
造
の
坐
像
で
、
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

嵌か
ん

入に
ゅ
う

、
三
目
六ろ
っ

臂ぴ

、
麻

布
貼
漆
地
朱
彩
が
施
さ
れ
、
結け
っ

跏か

趺ふ

坐ざ

す
る
。
頭
髪
が
逆
立
ち
、
憤
怒
の

相
を
表
し
、
当
初
は
頭
上
に
獅
子
冠
を
戴
い
て
い
た
と
み
ら
れ
、
頭
頂
部

に
は
別
材
を
矧
ぐ
。
現
在
で
は
、
頭
頂
部
材
、
両
玉
眼
、
金
剛
鈴
・
金
剛

弓
・
五
鈷
杵
・
金
剛
箭
・
蓮
華
の
持
物
な
ど
が
欠
失
し
て
い
る
。

内う
ち

刳ぐ

り
さ
れ
た
像
内
の
背
面
に
良
識
が
記
し
た
墨
書
に
よ
る
と
、
本
像

は
岩
城
貞
隆
・
好
間
隆
家
の
二
人
が
大
旦
那
と
な
っ
て
文
禄
五
年（
一
五

九
六
）八
月
五
日
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
作
者
は
吉
祥
院
弟
分
の
乗
惇
院
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
造
立
の
目
的
は
、
岩
城
氏
領
内
の
仏
法
を
紹
隆

し
て
繁
昌
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
素
朴
で
平
面
的
な
造
形
で

あ
り
、
吉
祥
院
・
乗
惇
院
な
ど
は
在
地
系
の
仏
師
と
み
ら
れ
る
。

岩
城
貞
隆
は
、
常
陸
国
太
田
城（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）主
佐
竹
義
重
の
三

男
で
、
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）に
八
歳
で
岩
城
常
隆
の
養
子
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
貞
隆
は
関
ヶ
原
合
戦
で
徳
川
家
康
方
へ
の
不
参
を
理
由
に
慶
長

七
年（
一
六
〇
二
）五
月
八
日
、江
戸
幕
府
よ
り
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。ま
た
、

好
間
隆
家
は
、『
石
城
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
文
禄
元
年
に
常
陸
国
車
城（
茨

城
県
北
茨
城
市
）主
よ
り
所
替
と
な
り
、
花
園
社
を
常
陸
国
か
ら
こ
の
地
に

勧か
ん

請じ
ょ
う

し
た
と
い
う
。

福
島
県
内
で
は
中
世
に
遡
る
愛
染
明
王
像
の
作
例
は
少
な
く
、
こ
の
仏

像
は
地
方
の
豊
臣
大
名
層
の
信
仰
や
造
像
活
動
の
具
体
的
な
遺
品
と
し
て

歴
史
的
な
価
値
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
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木も
く

造ぞ
う

青せ
い

岑し
ん

珠し
ゅ

鷹よ
う

禅ぜ
ん

師じ

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
荒
川
字
諏
訪
下

所
有
者　

龍
門
寺

江
戸
時
代
・
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）

こ
の
木
造
青
岑
珠
鷹
禅
師
坐
像
は
、
曹
洞
宗
の
龍
門
寺
に
伝
わ
っ
た
仏

像
で
あ
る
。
龍
門
寺
は
、
山
号
を
禅
勝
山
と
い
い
、
青
岑
珠
鷹
禅
師
に
よ

っ
て
開
山
さ
れ
、
戦
国
大
名
岩
城
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

本
像
は
、
寄
木
造
り
の
坐
像
で
、
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

を
嵌か
ん

入に
ゅ
う

し
、
胡ご

粉ふ
ん

地じ

に
彩
色

が
施
さ
れ
、
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
円
頂
で
、
法ほ
う

衣え

を
着
け
、
左

肩
よ
り
袈
裟
を
懸
け
、
左
肩
前
で
鐶か
ん

で
吊
る
。
右
手
で
鉄
造
漆
塗
り
の
如

意
を
取
り
、
左
手
の
持
物
は
欠
失
し
て
い
る
。
彩
色
は
、
衣
部
が
朱
彩
、

袈
裟
背
面
条
葉
部
に
唐
草
文
、
田
相
部
に
麻
の
葉
繋
ぎ
文
・
格
子
文
・
七

宝
繋
ぎ
文
な
ど
が
黒
地
に
金
泥
で
描
か
れ
て
い
る
。

作
者
は
京
都
正
系
仏
師
の
玄
慶
法
橋
廣
峯
で
、
本
像
に
は
定
型
化
が
み

ら
れ
る
が
、
中
央
仏
師
の
作
ら
し
く
整
っ
た
造
形
で
あ
り
、
彩
色
も
丁
寧

な
仕
上
げ
で
あ
る
。
玄
慶
は
、
専
称
寺
の
磐
城
平
藩
主
内
藤
義よ
し

概む
ね（
義
泰
）

側
室
坐
像
・
家
老
松
賀
族
之
助
室
坐
像
や
鎌
倉
光
明
寺
の
内
藤
忠
興
坐
像

な
ど
を
制
作
し
、
ま
た
長
福
寺
蔵
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
院
誉
作
の
修
理
も

手
掛
け
、
磐
城
平
藩
の
御
用
仏
師
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
像
の
像
底
に
は
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）三
月
二
十
五
日
に
磐
城
平

藩
儒
臣
葛
山
為
篤
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
銘
記
が
存
在
し
、
造
立
に
あ
た
っ

て
内
藤
義
概
室
や
松
賀
概
純
室
の
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
銘

記
の
部
分
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
書
か
れ
、
銘
記
を
特
別
な
存
在
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。
ま
た
、
裳も

裾す
そ

裏
に
は
玄
慶
の
墨
書
と
花
押
が
あ
り
、
像
内
背

面
に
も
漆
塗
り
の
木
札
が
釘
付
け
さ
れ
、
墨
書
銘
が
存
在
し
て
い
る
。
為

篤
は
、「
磐
城
風
土
記
」を
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）に
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、「
飯

野
八
幡
宮
縁
起
奥
書
」
を
草
し
た
り
、
如
来
寺
蔵
十
王
図
修
理
費
寄
進
の

際
も
軸
裏
に
墨
書
を
認
め
て
い
る
。
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奥お
う

州し
ゅ
う

磐い
わ

城き

平た
い
ら

城じ
ょ
う下か

絵え

図ず　
　
　

一
舗

指　

定　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
字
上
町

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
寛
延
二
年（
一
七
四
九
）

縦　

一
四
〇
・
五
㎝
、
横　

一
六
七
㎝

延
享
四
年（
一
七
四
七
）、
そ
れ
ま
で
百
三
十
二
年
間
こ
の
地
を
治
め
て

い
た
磐
城
平
藩
・
内
藤
家
は
、
日
向
国
延
岡
へ
転
封
と
な
っ
た
。
そ
の
二

年
後
の
寛
延
二
年（
一
七
四
九
）に
、
内
藤
家
の
家
臣
で
あ
る
小
林
全
當
が

そ
の
記
憶
を
も
と
に
描
い
た
と
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
絵
図
で
あ
る
。

絵
図
は
本
丸
を
中
心
に
城
下
町
全
体
を
収
め
、
道
路
や
水
路
、
武
家
地

や
町
人
地
な
ど
土
地
利
用
に
応
じ
て
色
分
け
さ
れ
、
近
世
の
絵
図
の
典
型

的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
が
、
記
憶
に
よ
る
と
こ
ろ
の
表
現
で
あ
り
、
地

形
等
は
や
や
正
確
さ
を
欠
く
点
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
城
内
の
曲
輪
や
枡

形
、
城
門
や
櫓
、
蔵
な
ど
の
他
、
飯
野
八
幡
宮
と
い
っ
た
主
要
な
建
物
が

具
体
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
武
家
地
に
お
い
て
は
大
身
の
家
臣
の

み
な
ら
ず
小
身
の
者
た
ち
の
名
前
ま
で
記
し
て
い
る
。
更
に
、
町
人
地
で

は
各
町
木
戸
や
高
札
場
の
他
、
四
町
目
の
一
里
塚
や
三
町
目
の
銭
湯
、
城

下
の
水
路
の
処
々
に
は
水
車
の
記
述
も
見
え
る
な
ど
、
城
下
町
の
生
業
の

一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
絵
図
の
余
白
に
は
、
城
門
や

櫓
の
数
や
名
称
、
城
下
や
領
内
で
開
か
れ
る
市
の
日
、
領
内
に
置
か
れ
た

役
所
の
場
所
と
、
そ
こ
ま
で
の
距
離
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
絵
図
は
十
八
世
紀
半
ば
、
磐
城
平
藩
・
内
藤
家
支
配

末
期
に
お
け
る
家
臣
達
の
配
置
や
、
平
城
下
の
み
な
ら
ず
領
内
の
様
子
を

知
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
全
當
が
そ
の
押
紙
に
「
只
古
郷

忘
じ
が
た
く
心
に
浮
ミ
た
る
に
ま
か
せ
記
之
而
已
」
と
絵
図
作
成
の
理
由

を
述
べ
て
お
り
、
遠
く
故
郷
を
想
う
内
藤
家
の
家
臣
達
の
心
情
に
せ
ま
る

上
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。


